
で
ト
ラ
ッ
ク
で
行
っ
た
途
中
、
満
州
か
ら
来
た
ん
だ
と
鉄
兵
団

が
天
幕
を
張
っ
て
、
何
万
人
も
の
兵
隊
が
ず
ら
っ
と
い
ま
し
た

が
、
恐
ら
く
あ
の
人
た
ち
も
全
滅
し
た
の
で
し
ょ
う
ね
。

私
の
妹
む
こ
が
陸
軍
曹
長
で
、
マ
ニ
ラ
か
ら
還
っ
て
来
た
の

で
す
が
、
佐
賀
病
院
の
精
神
病
棟
で
両
手
両
足
を
く
く
ら
れ
て

入
院
し
て
い
ま
し
た
。
マ
ラ
リ
ア
に
罹
っ
て
精
神
異
常
に
な
っ

た
の
で
し
た
。
私
が
「
陸
軍
衛
生
軍
曹
の
私
が
責
任
を
も
っ
て

預
り
ま
す
か
ら
」
と
頼
ん
で
列
車
に
乗
せ
て
家
に
連
れ
て
帰
り

ま
し
た
が
、
車
中
暴
れ
て
困
り
ま
し
た
。
五
カ
月
か
け
て
熱
を

下
げ
た
ら
平
常
に
戻
り
ま
し
た
。

ビ
ル
マ
出
征
の
回
顧
　 島根
県
　
田
部
敏
夫
　 

私
は
大
正
十
一
（
一
九
二
二
）
年
六
月
二
十
六
日
、
島
根
県

仁
多
郡
横
田
町
大
字
八
川
に
生
ま
れ
ま
し
た
。
徴
兵
検
査
は
昭

和
十
七
（
一
九
四
二
）
年
で
第
三
乙
種
合
格
。
私
は
も
と
も
と

痩
せ
形
で
、
検
査
日
の
数
日
前
よ
り
下
痢
で
一
層
痩
せ
て
い
た

の
で
第
三
乙
種
に
な
っ
た
よ
う
で
す
。
同
年
生
ま
れ
の
友
達
の

現
役
入
営
は
皆
十
二
月
に
入
営
し
ま
し
た
が
、
私
は
第
三
乙
種

で
、
召
集
は
翌
年
の
三
月
で
し
た
。

私
が
応
召
し
た
時
の
家
族
の
構
成
は
左
の
通
り
。

祖
父
　
　
　
　
健
在
　
鎌
や
種
物
の
行
商
兼
農
業

祖
母
　
　
　
　
〃

父
　
　
　
　
　
〃
　
　
農
機
具
販
売
兼
農
業

母
　
　
　
　
　
〃

長
男
　
　
　
　
死
亡
　
夭
折

二
男
（
本
人
）
健
在
　
穀
物
検
査
員

長
女
　
　
　
　
〃
　
　
学
生

三
男
　
　
　
　
〃
　
　
〃

二
女
　
　
　
　
〃
　
　
〃

四
男
　
　
　
　
〃
　
　
〃

三
女
　
　
　
　
〃
　
　
〃

と
い
う
こ
と
で
生
活
程
度
は
ま
あ
中
流
位
で
、
私
が
兵
役
に
服

す
る
こ
と
に
よ
る
家
庭
の
経
済
的
打
撃
は
ほ
と
ん
ど
無
く
、
私

と
し
て
は
後
顧
の
憂
い
な
く
、
凄
槍
苛
烈
な
戦
局
に
処
し
て
先

に
十
二
月
に
現
役
入
営
し
た
友
人
の
後
を
追
っ
て
、
召
集
に
応



じ
る
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
男
児
の
本
懐
で
あ
り
、
勇
躍
二
人
の
勇

士
と
共
に
激
励
と
歓
迎
を
受
け
出
発
し
ま
し
た
。
時
に
昭
和
十

八
年
三
月
十
日
、
広
島
市
の
電
信
第
二
連
隊
（
西
部
第
八
十
一

部
隊
）
第
一
中
隊
へ
入
隊
し
ま
し
た
。

入
隊
し
て
ま
ず
言
葉
に
苦
労
し
ま
し
た
。
島
根
県
出
身
者
は

ご
く
僅
か
で
、
八
割
以
上
は
全
九
州
出
身
者
。「
ヨ
カ
ク
サ
」

「
ヨ
カ
ヨ
カ
」「
バ
ッ
テ
ン
」
等
な
ど
で
し
た
。
中
隊
長
さ
ん
は

日
支
事
変
の
生
き
残
り
で
金
鶏
勲
章
の
受
賞
者
。
大
変
厳
し
い

怖
い
人
物
で
、
内
務
班
の
厳
し
さ
、
苦
し
さ
、
虚
無
感
で
も
う

逃
げ
て
帰
ろ
う
か
と
思
っ
た
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。
中
隊
長
さ

ん
は
宮
崎
県
の
人
。
班
長
さ
ん
は
鹿
児
島
県
の
人
。
連
隊
内
で

他
の
中
隊
は
あ
た
か
も
青
年
学
校
か
と
思
う
よ
う
な
所
も
あ
る

と
聞
き
ま
し
た
。

我
が
第
一
中
隊
は
恐
怖
中
隊
で
し
た
。
こ
の
苦
境
逆
境
を
乗

り
越
え
て
頑
張
っ
た
努
力
と
根
性
が
、
終
戦
後
の
敗
戦
国
日
本

の
再
建
復
興
に
不
可
欠
の
も
の
で
あ
っ
た
と
思
い
ま
す
。
玉
磨

か
ざ
れ
ば
光
な
し
と
か
。

広
島
に
初
め
て
の
空
襲
が
あ
り
、
敵
の
戦
闘
機
を
筒
の
短
い

機
銃
で
実
弾
射
撃
を
や
り
ま
し
た
。
演
習
で
は
な
く
、
実
戦
で

し
た
。
ま
た
あ
る
日
、
四
人
の
名
前
が
呼
ば
れ
、
そ
の
者
は
外

地
へ
出
な
い
で
内
地
へ
残
る
と
言
わ
れ
ま
し
た
。
そ
の
四
人
の

中
に
私
の
名
前
が
あ
り
ま
し
た
。
ホ
ッ
と
す
る
や
ら
多
く
の
戦

友
と
共
に
外
地
へ
行
け
ぬ
不
安
や
ら
で
複
雑
な
思
い
で
し
た
。

そ
の
内
に
中
隊
長
室
へ
呼
ば
れ
「
田
部
二
等
兵
、
お
前
は
後

か
ら
入
隊
し
て
来
る
新
兵
の
教
育
要
員
と
し
て
残
れ
」
と
言
わ

れ
ま
し
た
。
当
時
私
の
従
兄
弟
が
別
の
部
隊
で
衛
生
兵
を
し
て

い
ま
し
た
が
、
昭
和
二
十
年
八
月
に
広
島
の
原
爆
で
や
ら
れ
て

死
亡
し
ま
し
た
。
私
は
内
地
に
残
っ
て
教
育
要
員
の
予
定
の
と

こ
ろ
、
事
情
が
変
わ
っ
て
七
十
人
の
初
年
兵
戦
友
と
一
緒
に
外

地
へ
出
ま
し
た
。
助
か
っ
た
。
内
地
で
教
育
し
て
い
た
ら
原
爆

で
や
ら
れ
て
い
た
の
に
。

昭
和
十
八
年
五
月
二
十
五
日
、
宇
品
港
出
港
。
南
方
へ
。
南

方
総
軍
司
令
官
の
隷
下
に
入
り
、
独
立
有
線
第
九
十
三
中
隊
要

員
を
命
ぜ
ら
れ
る
。

昭
和
十
八
年
六
月
三
日
～
九
日
、
台
湾
基
隆
へ
寄
港
上
陸
、

出
発
。
こ
れ
は
当
初
予
定
に
無
か
っ
た
。
台
湾
の
近
海
で
日
本

の
輸
送
船
同
士
が
衝
突
し
て
、
小
さ
な
船
が
沈
没
し
た
。
私
は



大
き
い
船
に
乗
っ
て
い
て
助
か
っ
た
。
こ
の
事
故
で
航
海
が
約

一
週
間
お
く
れ
て
九
日
に
出
港
し
ま
し
た
。

昭
和
十
八
年
六
月
十
五
日
～
十
八
日
、
サ
イ
ゴ
ン
上
陸
、
出

発
。

昭
和
十
八
年
六
月
十
八
日
～
八
月
十
三
日
、
河
船
で
プ
ノ
ン

ペ
ン
上
陸
出
発
。

昭
和
十
八
年
八
月
十
三
日
、
列
車
輸
送
で
バ
ン
コ
ッ
ク
到

着
。
仏
印
～
泰
国
境
通
過
。

昭
和
十
八
年
八
月
十
七
日
、
列
車
輸
送
で
バ
ン
コ
ッ
ク
出

発
。
泰
～
マ
レ
ー
国
境
通
過
。

昭
和
十
八
年
八
月
十
七
日
、
マ
レ
ー
半
島
プ
ラ
イ
駅
到
着
。

ペ
ナ
ン
島
上
陸
。
当
時
英
国
軍
の
状
況
悪
く
船
が
動
か
な

い
。
島
へ
上
陸
し
て
海
軍
の
残
飯
捨
て
場
へ
走
っ
て
行

き
、
こ
れ
幸
い
と
残
飯
で
腹
を
満
た
し
た
思
い
出
が
あ
り

ま
す
。

昭
和
十
八
年
八
月
二
十
九
日
、
輸
送
船
二
隻
で
ペ
ナ
ン
島
出

発
。

昭
和
十
八
年
八
月
二
十
九
日
、
マ
レ
ー
ビ
ル
マ
国
境
通
過
。

（
海
路
）

昭
和
十
八
年
九
月
一
日
、
陸
軍
一
等
兵
と
な
る
。

昭
和
十
八
年
九
月
三
日
、
ビ
ル
マ
ラ
ン
グ
ー
ン
港
上
陸
。

上
陸
と
同
時
に
英
空
軍
の
空
襲
を
受
け
、
乗
船
は
撃
沈
さ

れ
縄
梯
子
で
脱
出
す
る
。

昭
和
十
八
年
九
月
三
日
、
ビ
ル
マ
方
面
軍
司
令
部
付
き
通
信

隊
編
入
下
命
。（
森
第
八
〇
三
四
部
隊
）

こ
こ
で
思
い
出
話
を
一
つ
。

私
達
の
乗
船
が
ラ
ン
グ
ー
ン
の
港
へ
近
づ
い
た
時
、
同
じ
船

の
高
射
砲
部
隊
の
上
等
兵
が
「
島
根
県
の
兵
隊
は
居
ら
ぬ

か
！
」
と
大
声
で
あ
る
。「
ハ
イ
！
　
私
が
島
根
県
で
す
。
ま

だ
外
に
も
数
人
い
ま
す
」「
よ
し
！
　
皆
呼
ん
で
来
い
」
で
同

県
人
が
集
ま
り
ま
し
た
。「
お
前
た
ち
は
な
ー
、
本
当
に
え
ら

い
所
へ
入
る
訳
だ
。
生
命
を
覚
悟
し
て
や
ら
に
ゃ
い
か
ん
ぞ
」

「
は
い
、
頑
張
り
ま
す
」
と
言
っ
て
い
る
間
に
、
船
は
ラ
ン

グ
ー
ン
の
港
へ
着
き
ま
し
た
。
そ
の
瞬
間
「
空
襲
！
　
空

襲
！
」
で
爆
撃
機
の
大
編
隊
と
戦
闘
機
の
大
群
が
飛
来
し
ま
し



た
。
先
程
の
上
等
兵
さ
ん
の
言
葉
の
通
り
正
に
ラ
ン
グ
ー
ン
は

烈
し
い
戦
場
で
し
た
。

次
に
通
信
に
も
い
ろ
い
ろ
あ
り
ま
す
が
、
私
は
農
家
で
あ

り
、
ま
た
隊
に
は
大
工
さ
ん
も
い
て
有
線
建
築
中
隊
で
し
た
。

隊
長
さ
ん
は
常
々
「
有
線
建
築
は
通
信
の
花
形
で
あ
る
」
と

言
っ
て
お
り
ま
し
た
。

昭
和
十
八
年
三
月
十
九
日
～
十
九
年
一
月
二
十
九
日
は
空
地

防
衛
強
化
並
び
に
次
期
作
戦
準
備
に
明
け
暮
れ
、
ラ
ン
グ
ー
ン

市
内
の
バ
ゴ
タ
の
前
の
西
洋
建
築
物
の
中
に
入
り
、
暗
号
手
と

な
っ
て
、
方
面
軍
司
令
部
勤
務
と
な
り
、
重
要
任
務
に
随
分
緊

張
し
て
お
り
ま
し
た
。

昭
和
十
九
年
一
月
三
十
日
～
七
月
五
日
は
「
ウ
」
号
作
戦
に

参
加
。
こ
の
間
三
月
一
日
に
上
等
兵
に
進
む
。

昭
和
十
九
年
七
月
六
日
～
十
二
月
三
十
一
日
は
「
断
」
作
戦

に
参
加
。
こ
の
間
九
月
一
日
兵
長
に
進
む
。

昭
和
二
十
年
一
月
一
日
～
四
月
九
日
は
「
盤
」
作
戦
に
参

加
。

昭
和
二
十
年
四
月
十
日
～
五
月
三
十
一
日
は
「
克
」
作
戦
に

参
加
。
こ
の
間
四
月
二
十
三
日
～
五
月
三
日
の
間
、
ラ
ン

グ
ー
ン
よ
り
モ
ー
ル
メ
ン
に
反
転
到
着
す
る
。
こ
の
反
転

行
動
は
武
器
弾
薬
食
糧
を
満
載
し
た
車
両
を
捨
て
、
徒
歩

で
移
動
し
ま
し
た
。
英
軍
の
追
撃
急
た
た
め
夜
間
の
み
行

軍
（
昼
間
は
敵
空
軍
の
攻
撃
あ
る
た
め
）
し
、
食
糧
は
無

く
な
り
戦
友
の
大
半
は
手
榴
弾
で
自
殺
し
ま
し
た
。
私
の

最
も
苦
し
い
体
験
で
す
。

昭
和
二
十
年
六
月
一
日
～
八
月
十
四
日
は
「
堅
」
作
戦
に
参

加
。
こ
の
間
八
月
十
日
伍
長
に
昇
進
し
ま
し
た
。

昭
和
二
十
年
九
月
一
日
よ
り
、
ビ
ル
マ
の
ム
ト
ン
地
区
の
ゴ

ム
林
の
中
に
日
本
軍
の
集
結
地
が
あ
り
、
手
造
り
の
木
造

の
家
に
て
生
活
し
ま
し
た
。

昭
和
二
十
年
九
月
十
五
日
～
二
十
一
年
八
月
一
日
の
間
、
ビ

ル
マ
の
カ
ニ
ン
カ
モ
ウ
地
区
。
こ
こ
は
マ
レ
ー
国
境
に
近

い
山
の
中
で
民
家
は
あ
り
ま
せ
ん
。
道
路
構
築
の
作
業
で

鍬
、
ス
コ
ッ
プ
、
ツ
ル
ハ
シ
、
二
人
で
土
を
運
ぶ
モ
ッ
コ

等
原
始
的
な
土
木
作
業
で
し
た
。
兵
舎
は
小
川
の
そ
ば
に

カ
ヤ
屋
根
を
作
り
、

土
の
上
で
寝
て
小
川
で
水
浴
を
す
る
。

乾
期
で
雨
は
降
ら
ず
、
亜
熱
帯
で
し
の
げ
ま
し
た



が
、
作
業
現
場
が
日
増
し
に
遠
く
な
り
、
現
場
通
い
は
徒

歩
で
疲
れ
ま
し
た
。

昭
和
二
十
一
年
八
月
二
日
～
八
月
二
十
八
日
は
ビ
ル
マ
の

モ
ー
ル
メ
ン
港
出
発
し
ま
し
た
。
貨
物
船
を
改
造
し
た
病

院
船
で
エ
ン
ジ
ン
故
障
の
た
め
日
本
へ
航
行
で
き
ず
、
漂

流
し
て
ス
マ
ト
ラ
沖
に
流
さ
れ
ま
し
た
。
船
の
エ
ン
ジ
ン

は
動
い
た
り
停
っ
た
り
で
、
マ
レ
ー
半
島
の
シ
ン
ガ
ポ
ー

ル
（
昭
南
島
）
に
着
港
し
ま
し
た
。
そ
し
て
船
の
エ
ン
ジ

ン
修
理
の
た
め
上
陸
し
ま
し
た
。

私
は
先
の
土
木
作
業
中
に
悪
性
熱
帯
病
に
お
か
さ
れ
、
南
方

軍
第
一
陸
軍
病
院
（
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
）
へ
入
院
し
ま
し
た
。
病

院
で
電
撃
療
法
を
受
け
て
正
気
に
戻
り
ま
し
た
。
軍
医
、
衛
生

兵
、
看
護
婦
の
適
切
な
処
置
治
療
を
受
け
て
、
有
り
難
く
感
謝

し
ま
し
た
。

昭
和
二
十
一
年
九
月
二
日
、
病
院
船
エ
ン
ジ
ン
修
理
が
完
了

し
出
港
、
日
本
へ
向
か
う
。
万
歳
！
　
万
歳
！
途
中
、
比
島

ル
ソ
ン
島
沖
、
台
湾
の
花
蓮
港
沖
を
通
り
佐
世
保
港
へ
と
急
ぎ

ま
し
た
。

昭
和
二
十
一
年
十
月
十
二
日
、
佐
世
保
港
へ
上
陸
し
ま
し

た
。
佐
世
保
の
湾
内
に
は
日
本
海
軍
の
軍
艦
が
た
く
さ
ん
並
ん

で
い
ま
し
た
。
上
陸
す
る
と
港
で
聯
合
軍
の
検
疫
を
受
け
ま
し

た
。
南
方
軍
で
は
被
服
の
補
給
な
く
、
破
れ
た
半
袖
の
上
衣

（
針
で
補
修
し
た
ボ
ロ
ボ
ロ
の
、
雑
巾
よ
り
も
ま
だ
程
度
の
悪

い
―
―
横
山
町
の
戦
友
が
佐
世
保
の
復
員
局
の
人
に
頼
ん
で
、

記
念
品
と
し
て
も
ら
い
受
け
、
大
切
に
保
存
し
て
い
ま
す
。
そ

の
現
品
を
平
成
十
三
年
九
月
二
十
五
日
、
島
根
県
出
雲
市
で
村

上
調
査
員
は
目
撃
し
、
確
認
し
た
）
で
、
そ
の
上
衣
に
相
応
し

た
パ
ン
ツ
の
よ
う
な
ズ
ボ
ン
を
は
い
て
、
乞
食
の
よ
う
な
服
装

で
し
た
。
そ
し
て
裸
に
さ
れ
て
Ｄ
Ｄ
Ｔ
の
白
い
粉
ま
み
れ
と
な

り
、
検
疫
を
さ
れ
ま
し
た
。
終
了
後
新
し
い
軍
服
上
下
を
も
ら

い
ま
し
た
。（
復
員
事
務
所
の
配
慮
で
）

。

昭
和
二
十
一
年
十
月
十
三
日
～
十
月
二
十
八
日
は
佐
賀
県
東

背
振
山
麓
の
国
立
療
養
所
へ
入
所
し
ま
し
た
。
山
の
中
の
バ

ラ
ッ
ク
建
で
す
。
十
月
二
十
七
日
夜
、
野
田
看
護
婦
さ
ん
の
好

意
で
長
く
伸
び
た
頭
髪
や
髭
を
手
入
れ
し
て
も
ら
っ
て
生
き

返
っ
た
よ
う
な
気
持
ち
に
な
り
ま
し
た
。
二
十
八
日
島
根
県
よ

り
両
親
が
（
私
の
入
隊
後
に
生
ま
れ
た
妹
を
連
れ
て
）
来
所



し
、
軍
医
さ
ん
と
い
ろ
い
ろ
話
し
た
結
果
、
故
郷
へ
つ
れ
て

帰
っ
て
療
養
し
て
よ
ろ
し
い
と
の
判
断
で
退
所
し
ま
し
た
。

即
日
、
国
鉄
の
東
背
振
駅
よ
り
乗
車
し
故
郷
へ
向
か
い
ま
し

た
。
列
車
の
中
で
母
よ
り
握
り
飯
一
個
を
も
ら
い
感
無
量
で
食

べ
ま
し
た
。
あ
の
両
親
の
情
け
の
籠
っ
た
嬉
し
い
お
握
り
の
味

は
、
今
で
も
は
っ
き
り
と
覚
え
て
お
り
、
恐
ら
く
一
生
涯
忘
れ

な
い
で
し
ょ
う
。
車
中
で
夜
と
な
り
小
郡
駅
下
車
、
駅
前
の
旅

館
で
一
泊
し
ま
し
た
。

昭
和
二
十
一
年
十
月
二
十
九
日
に
は
、
故
郷
の
駅
で
あ
る
島

根
県
木
次
線
八
川
駅
に
下
車
、
懐
か
し
い
実
家
へ
帰
り
ま
し

た
。
復
員
で
す
。
そ
の
内
に
落
ち
着
い
て
横
田
町
内
の
情
報
を

集
め
ま
す
と
、
私
と
一
緒
に
応
召
し
た
他
の
二
人
の
人
は
す
べ

て
戦
死
さ
れ
、
帰
還
は
私
独
り
と
い
う
有
様
で
し
た
。
そ
れ
以

来
二
人
（
英
霊
）
の
墓
詣
り
を
し
て
、
慰
霊
の
誠
を
捧
げ
続
け

て
お
り
ま
す
。

昭
和
二
十
二
年
二
月
結
婚
し
、
娘
三
人
を
も
う
け
ま
し
た
。

孫
は
二
人
お
り
ま
す
。
妻
は
リ
ュ
ー
マ
チ
を
患
い
手
術
を
し

て
、
両
脚
と
も
人
工
関
節
を
つ
け
て
、
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
を
受
け

て
お
り
ま
す
。
私
は
元
来
は
通
信
兵
で
し
た
が
、
最
近
は
衛
生

兵
に
な
り
変
わ
り
ま
し
た
。
呵
々
。

戦
後
県
庁
へ
行
き
軍
歴
申
立
書
を
提
出
し
た
ら
、
県
の
職
員

の
方
々
が
「
お
前
は
惜
し
い
な
あ
」
と
。
昭
和
二
十
一
年
十
一

月
一
日
に
帰
れ
ば
、
加
算
で
恩
給
に
な
る
十
二
年
で
あ
る
の

に
。
現
状
は
十
一
年
十
一
カ
月
で
三
日
足
ら
ぬ
事
に
な
る
と
言

わ
れ
ま
し
た
。

現
在
私
は
七
十
九
歳
と
な
り
お
陰
様
で
元
気
で
す
。
毎
朝
六

時
起
床
、
約
二
キ
ロ
ジ
ョ
ギ
ン
グ
、
農
協
の
大
き
い
建
物
内
で

体
操
を
し
て
お
り
ま
す
。

平
成
三
年
　
県
知
事
よ
り
感
謝
状
（
民
生
児
童
委
員
）

平
成
五
年
　
県
知
事
よ
り
功
労
賞

平
成
六
年
　
町
長
よ
り
功
労
賞

平
成
七
年
　
厚
生
大
臣
よ
り
功
労
賞

な
ど
を
授
与
さ
れ
ま
し
て
、
私
の
余
生
を
社
会
福
祉
の
た
め
に

捧
げ
る
こ
と
を
誓
っ
て
お
り
ま
す
。




